
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

○実習生について  クラスに入りましたら、よろしくお願いいたします。 

6/06（月）～7/07（金）  四天王寺大学（社会福祉士）  2 名 

7/10（月）～7/14（金）   四天王寺大学（保健師）    5 名 

 

 

○写真の販売について 

  7 月より保育の記録写真の販売をインターネットサービスを用いて開始いたします。   

安心のセキュリティを誇る業者『はいチーズ！』に写真販売を委託しており、写真閲覧・

注文・購入・自宅へ郵送してもらえるサービスです。 

 

・写真の注文から受け渡しまでについては、当センターが関与するものではありませんので、ご理解

のほどよろしくお願いいたします。 

・「写真撮影及び販売に関する同意書・誓約書」に署名頂いたご家庭にサービス利用に必要な「認証

キー」を配布させていただきます。この書類を未提出の方への写真販売のご案内はいたしませんの

でご注意ください。 

・インターネットによる購入が困難な保護者の方はクラス担任にお声掛けください。閲覧方法等詳し

くは、後日配布しますお知らせをご覧ください。 
※在園児の方で昨年度の利用がある方は、昨年度と異なる認証キーが必要となりますので、今年度お配りす

るお知らせ文をご参照ください。 

 

 

○夏祭りについて 

 コロナ禍の数年は見合わせておりました「夏祭り」を、今年度は開催いたします。 

ご家族の皆さまで参加いただけますので、ぜひ家族揃ってお越しください。 

今年度は 2部制での開催となります。クラスにより登園時間が変わりますので、ご注意ください。 

  

詳細につきましては、先日配布しました『夏祭りのお知らせ』をご確認ください。 

 

 

 

子どもたちの目標 

「規則的な生活と元気な体づくり」 

「意欲的にいろいろなあそびを楽しむ」 

「自分のことは自分でする」 

「家族以外の人と過ごすことができ、友達と仲良くできる」 

「知らない所でもなじむことができる」 

「気持ちや感性を適切に表現でき、落ち着いて行動できる」 

「自分の意志を伝え、他人の意志を受け止められる」 
令和 5年度 7月号 

四天王寺悲田院 児童発達支援センター 

 

01 日（土）休園 

04 日（火）保護者学習会 進路② 

10：30～11：30 於）孝養殿 

08 日（土）休園 

13 日（木）太子講 10：30～ 

 
       

17 日（月・祝）海の日 休園 

22 日（土）    夏祭り 

29 日（土）    休園 

31 日（月）    避難訓練 10：20～ 
       



 

○盆踊りのお知らせ 

8/8（火）18：30～、悲田院全体行事「盆踊り」を数年ぶりに開催いたします。 

 今年度は悲田院内すべての施設ご利用者とそのご家族を対象とした開催となります。高齢棟前

の芝生広場に出店があり、孝養殿でこども園と一緒に盆踊りを踊る予定としております。 

詳細につきましては、改めておたよりを配布させていただきますのでご確認ください。 

 

 

○運動会について 

 昨年度に引き続き、今年度も 1 クラスずつに分けて３日間で運動会を実施いたします。 

詳細につきましては、改めておたよりを配布させていただきますのでご確認ください。 

 

 

○園庭プールについて 

プール開き 7/4（火） 

園庭プールを夏の間は常設しますので、送迎時（水を溜めています）や園庭開放等でご利用の際は

十分にご注意ください。 

 

このような場合、プールに入れません。 

連絡帳の健康チェック表の入水チェック記入忘れの場合 

水イボが広範囲に出現している場合 

とびひ等で肌が荒れている場合       …夏本番までにしっかりと治しておきましょう。 

  

このような場合、やむを得ずプールを中止する場合があります。 

熱中症警戒アラートが発令されているとき 

光化学スモッグ（注意報以上）が発令されているとき 

PM2.5 の注意喚起のとき          …療育内容を変更する場合があります。 

 

持ち物や注意事項については、「ぎゅっと 6 月号」をご確認ください 

 

  

※光化学スモッグについて 

 光化学スモッグは、工場や自動車の排気ガスなどに含まれる窒素酸化物や炭化水素（揮発性有機

化合物）が日光に含まれる紫外線の影響で光化学反応を起こし、それにより生成する有害な光化学

オキシダント（オゾンやアルデヒドなど）やエアロゾルが空中に停留しスモッグ状になることをい

います。 

 

＜発生しやすい状況＞ 

5～9 月に多く発生しますが、4 月や 10月にも発生します。時間帯として

は10時頃～17時頃までの晴れた日や薄曇の日に発生すると言われています。

日射が強いと発生しやすく、気温が高めで風の弱い日が発生しやすいとされ

ていますが、地域により発生しやすい風向きは異なります。尚、雨の日は発

生しません。 

 

 

○進路について 

次年度の進路についてアンケートを配布させて頂きます。現時点での保護者の方の意向をお聞きで

きればと思いますので、皆様に提出をお願いしております。また、進路懇談をご希望された方は、８

月頃より実施させていただく予定にしております。懇談日時は担当職員から個別にお伝えさせていた

だきますので、よろしくお願いいたします。アンケート提出締め切り：7/７日(金) 

 

 



 

○保護者学習会の資料について 

 今年度の保護者学習会の資料について、保護者の皆さまよりご要望を頂きましたので、今年度より、

センター棟地下保護者控室にてファイル保管させていただくことといたしました。閲覧期間は令和 6

年 3 月末までとさせていただきます。 

 

 

○医務室より 

夏の感染症にご注意！ 

             ※医師による登園許可証または保護者による登園届が必要になります。 

             ※必ずしもセンター指定の様式でなくても構いません。 

             ※2023 年度「出席停止を必要とする感染症一覧」をご確認ください。 

 

 

朝夕と日中の気温差で体調を崩さないように休養をしっかりと取りましょう。 

感染症以外でも、発熱・下痢・嘔吐等があった場合はゆっくりご家庭で様子をみてあげてください。

このような症状が出ているときは免疫力が低下していますので、睡眠をしっかりとり、体力の回復に

努めてください。 

 

虫よけスプレー、かゆみ止めの使用について 

蚊が発生する季節になりました。先月、虫よけスプレーの使用について各クラスで保護者の方にお

伺いしましたので、許可を頂いた方はセンターのものを使用させていただきます。また、。スプレー

を使用しても蚊に刺されることはありますので、ご了承お願い致します。蚊に刺され一般的なかゆみ

などの症状がある場合に、かゆみ止め（市販薬「ポリベビー」）を塗布させて頂きます。ご希望され

ない方はお申し出ください。 

 

熱中症について 

幼児は体温調節機能がまだ十分に発達していない為、大人よりも熱中症のリスクが高いので更に注

意が必要です。こまめに水分補給をし、戸外では帽子をかぶり、室内であっても健康面と安全に充分

気をつけていきたいと思います。ご家庭でも気をつけてお過ごしください。また、汗ばんだ衣服のま

ま過ごすと体温を奪われ、体温調節ができにくくなります。センターでも着替える回数が増えますの

で、体に合ったサイズの衣服を補充いただきますようお願い致します。 

 

 

 



褒める言葉：「ありがとう」「いい

ね！」「よくできたね！」「すごい

ね！」「最高！」「ナイス！」「え

らい！」「さすが！」「よくやった

ね！」「上手！」「やったね！」 

子どものしあわせ 

 

 保育士 中井 澄子 

 

 この原稿の依頼を受けた時、以前先輩保育士から本を頂いたことを思い出し、読み返しました。その本の中で

感銘を受けた文があり、今何をすべきかを改めて見つめ直しました。 

その感銘を受けた一文です。 

 

『私たちが求めているのは子どものしあわせです。子どもが大人や仲間とこころをつなぎ、こころがつながっ

た喜びで目を輝かせたとき、私たちも子ども自身もしあわせを実感するのです。私は「発達する」とは、しあわ

せの実感を積み重ねる中で、おとなを、仲間を、そして自分を好きになり、よりステキな自分を求めて歩んでい

くプロセスだと考えています。よりステキな自分らしい自分（自己実現）を目指して、自分を形づくっていく（自

己変革・自己形成）プロセスが発達なのではないでしょうか。だとしたらそれは子どもだけでなく、誰にとって

も一生継続していく営みであるということです。』 

「ステキをみつける保育・療育・子育て」（近藤直子氏）より抜粋 

 

みなさんがお子さんと“こころがつながった喜び”を感じるのは、どんな時ですか？ 

改めて問われると、悩んでしまう方もおられるかもしれません。しかし案外、何気なく毎日お子さんとやって

いらっしゃる事が“こころがつながった喜び”になっているのではないでしょうか？ 

「やったね！」という言葉がけ、ハイタッチ、高い高いなどのスキンシップ… 

 他にも色々あるかと思いますが、これらは“お子さんが何かを達成し

た時”にしていることが多いかもしれません。お子さんが何かを達成し

た時にそれを大人が認め・褒める。その時に気持ちを共有し合い、しあ

わせの実感につながるのではないかと考えます。 

 では、お子さんが何かを達成する時とは、どんな時なのでしょうか？ 

考え方は人それぞれかと思いますが、センターに通われているお子さ

ん達の年齢から考えると、“ちょっと頑張ったこと”と捉えていいかもし

れません。お子さんそれぞれで“ちょっと頑張ったこと”の内容は変わりますが、「いつもよりもちょっと長く

お椅子に座れた」、「ちょっとだけ自分でご飯をすくって食べてみた」等、本当に“ちょっと”でいいのです。ま

た、お子さんに“ちょっとしたお手伝い”をしてもらうこともおススメです。失敗にならないような簡単な内容

（ごみを捨ててもらう・新聞を取りに行く・食器（スプーン/フォーク）を置く/片付ける・植物に水やり等）を

お願いし、ありがとうの気持ちを伝えましょう。そうするとお子さんは「やった！」、「できた！」という気持ち

を感じ、“こころがつながった喜び”に変化するでしょう。 

大人も“ちょっと”意識して、お子さんが何かを達成した時に、認め・褒めていただければと思います。そう

して、お互いに“こころがつながった喜び”から“しあわせ”を実感し、それを積み重ねていただければと思い

ます。 

 4月に入園された毎日登園の新入園児の方は、単独登園が進んでいます。 

単独登園になると保護者の方と直接会える機会が減ってしまう為、お話する機会も減ってはしまいますが、お

子さんについての困りごと・悩みごとはもちろん、できたこと・嬉しかったこと等も直接お会い出来たときは是

非お聞かせください。また直接お会い出来なくても、電話でお伝えいただいたり、連絡帳に書いていただければ

幸いです。そこで、職員も保護者の方と“しあわせ”を共有させていただけると嬉しいです。今後ともどうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 


